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 全国産業安全衛生大会に会員組織から４名が参加しました！ 

 

第 82 回全国産業安全衛⽣⼤会が名古屋市「ポートメッセなごや」で 9 ⽉ 27 ⽇〜29 ⽇
に開催され、会員組織の協⼒があり 4 名の⽅に参加していただきました。参加いただいた皆
さんから感想をいただきましたので 2 回に分けて報告させていただきます。 
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2023年９⽉２７⽇（⽔）から29⽇（⾦）までの３
間、愛知県名古屋市ポートメッセなごやで開催された
「第82回全国産業安全衛⽣⼤会in名古屋」に参加させ
て頂きましたので報告いたします。 
全国⼤会はポートメッセなごや内の４つの会場で⾏わ
れ、9つの分科会で合わせて170の講演・報告・シン
ポジウム等に⾃由に参加することができます。⼤会参
加者数は主催者発表によると11,500⼈で、メインと
なる第１展⽰館では安全衛⽣保護具などの最新商品が
展⽰される「緑⼗字展」も開催され、200以上の企業が参加し、展⽰解説を⾏いました。 

1⽇⽬は総合集会が⾏われ、第1部では開会式・表彰式のほか、⽵越徹中央労働災害防⽌協会理
事⻑のゼロ災運動50周年記念講話「ゼロ災運動の⽬指すもの〜ゼロ災運動50周年を迎えて〜」
と指さし唱和、第2部では美濃芳郎厚⽣労働省安全衛⽣部⻑の講演「労働安全衛⽣⾏政の動向」
室伏広治スポーツ庁⻑官の特別講演「スポーツで未来を創る〜ライフパフォーマンスの向上のた
めにスポーツが果たす役割〜」が⾏われました。なかでも室伏広治⽒の特別講演でのエクササイ
ズは、紙⾵船などを使った分かりやすく実践しやすい内容となっていました。 
 2⽇⽬以降は各分科会への⾃由参加でしたので、カレーハウスCoCo壱番屋創業者の宗次德⼆
⽒の講演「⼈⽣も仕事も⽬標達成の繰り返しで上⼿く⾏く」と、中央労働災害防⽌協会の浜⾕
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啓三⽒と早稲⽥⼤学スポーツ科学学術院の澤⽥亨教授と郡⼭さくら⽒の講演「労働者における
勤務状況・⽣活習慣とストレス及び⽣活習慣病の関係」を聞かせて頂きました。 
3⽇⽬は、愛知県の労働基準協会職員が演じる⼈気労働劇「⼤事な社員を会社嫌いにさせない

ために」（パワハラ防⽌劇）と、東京⼤学名誉教授の川上憲⼈⽒の講演「コロナ禍、DXがもた
らす職場の変化と働く⼈のメンタルヘルス」を聞かせて頂きました。 
 今年はゼロ災運動50周年にあたり、国の第14次労働災害防⽌計画（5か年計画）の初年度に
あたります。⽵中⽒の記念講話や美濃⽒の講演からは、社員（労働者）や職場環境の改善がコ
スト感覚から財産・投資としての認識に全体が変わりつつあることが分かりました。もちろん
こうした変化は、⼈⼿不⾜による⼈材確保の競争が現実に激化していることにも起因している
とは思いますが。 
 また、⼈材不⾜は労働災害にも影響を及ぼしていることも学びました。労働災害における死
傷災害は、⻑期間にわたって減少傾向でしたが、近年は増加傾向にあり、これは⼈材不⾜によ
る労働者の⾼齢化が⼤きな要因の⼀つだということです。 
川上⽒の講演では、コロナ禍がもたらした職場の変化とDXの進展から、社会的距離をとること

が⽇常化することによるコミュニケーション不⾜に
より、今後「助け合い」が減少してしまうことが⼼
配だと話されていました。労働劇において、パワハ
ラが被害者にも会社にも悪い結果しか残さないとい
う強いメッセージを送っていたことも含め、今後は
健康増進よりも、メンタルヘルスが社会問題として
さらに⼤きくなっていく可能性を改めて考えさせら
れました。 
本⼤会に参加させて頂き、⾮常に多くの収穫があっ

たと実感しています。参加の機会を与えて下さったNPO法⼈北海道勤労者安全衛⽣センターと、
北海道団をまとめて下さいました連合北海道の関係者の皆様に感謝いたします。ありがとうご
ざいました。 

総合集会の様子 
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            情報労連 KDDI労働組合 東⽇本⽀部北海道分会 服部 さおり さん 
 

 9⽉27⽇〜29⽇に開催された「全国産業安全衛⽣⼤会」へ
参加させて頂きました。 
初めての参加だった事もあり、初⽇は会場の⼤きさ、参加⼈
数の多さに圧倒されましたが、室伏スポーツ⻑⻑官の講話と
ストレッチを通じ、会場の雰囲気にも慣れる事ができました。
2⽇⽬、3⽇⽬は複数会場で開催される安全管理活動、安全衛
⽣教育、労働衛⽣管理、メンタルヘルス等々の分科会へ参加
し、参加各社の様々な取組を学んだほか、前回⼤会で分科会
最多1,800名の視聴があったというパワハラ防⽌劇も観劇しま
した。 

参加した分科会で特に印象深かったのは、⼥性では難しい
と感じる重量物を扱う作業を、動作と作業⼯程を分析し誰も

が安全・安⼼で働ける環境づくりを実現した⼩松製作所⼩⼭⼯場の報告でした。男性社員に作
業を代わって貰う…ではなく、⼥性社員でも安全に作業が完遂できるようにするにはどうした
らよいか…の発想で、周囲の協⼒を得ながら設備等を改善したという内容でしたが、社員のみ
なさんの⾼い志と熱意が感じられ、とても参考になりました。 

また、パワハラ防⽌劇では劇中にシーンに合わせた対応の注意点や解釈の説明があり、対応
⽅法を具体的に学ぶ事ができました。 

参加各社の熱意ある取り組みを⽬の当たりに
し、⼤変刺激を受けた3⽇間となりました。こ
の貴重な経験を⾃組織内へも共有し、これまで
以上に安全衛⽣を推進していきたいと思いま
す。⼤会参加の機会を頂き本当に有難うござい
ました。 
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【今後の予定】 

・第２回理事会の開催 
・北海道労働局と労災事故が多い産別４業種との情報交換会の開催 
・カスハラアンケート調査（第２弾）＊詳細が決まりましたらご協⼒お願いいたします。 
１１⽉ １⽇ 中⼩企業家同友会学習会：「クレーム・反社会的勢⼒への対応」 
１１⽉ ２⽇ 労働⼤学：＜第３講＞テーマ：中⼩企業基本法と中⼩企業振興基本条例  
１１⽉ ７⽇ 労働⼤学：＜第４講＞テーマ：中⼩企業における労働法と労働問題①   
１１⽉ ７⽇ 労働新聞社：若⼿社員の退職を防ぐ「働き⽅改⾰」実践ノウハウの解説セミナー 
１１⽉１３⽇ 職場の課題「⼤⼈の発達障がいの⽀援で本当に必要なこと」学習 
１１⽉１５⽇ 労働⼤学：＜第５講＞テーマ：中⼩企業における労働法と労働問題②  
１１⽉２０⽇ 労働⼤学：＜第６講＞テーマ：知的財産権の活⽤による企業価値の向上  
１１⽉２２⽇ 労働新聞社：従業員の精神障害に対して企業対応はどうあるべきか学習会  
１１⽉２２⽇ 北海道経済連合会：「カスハラセミナー」 
１１⽉２９⽇ 労働⼤学：＜第７講＞テーマ：私法の原理と消費者法の原理  
【北海道労働者福祉協議会からのお知らせ】 
１１⽉１０⽇（⾦）１１⽇（⼟）に「奨学⾦に関する電話相談」を開催します。 

 


